
数学Ⅱ，数学Ｂ，数学Ｃ
問 題 選 択 方 法

第１問 必 答

第２問 必 答

第３問 必 答

第４問 �
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

いずれか�問を選択し，

解答しなさい。

第５問

第６問

第７問

― ３ ― （２２０４―３）



第１問 （必答問題）（配点 １５）

 �次方程式

x２－�x＋１６＝�

の解は，x＝ ア ± イ � ウ iであり，二つの解は互いに共役な

複素数であることがわかる。

p，qが実数であるとき，�次方程式

x２＋ px＋ q＝� ………………………… 

の解は，x＝ エ である。したがって，の解の一つが虚数であるとき，も

う一つの解も虚数であり，二つの解は互いに共役な複素数であることがわかる。

エ の解答群

� p±�p２＋�q
� � p±�p２－�q

�

� － p±�p２＋�q
� � － p±�p２－�q

�

（数学Ⅱ，数学Ｂ，数学Ｃ第１問は次ページに続く。）

（注）この科目には，選択問題があります。（	ページ参照。）

― ４ ― （２２０４―４）



 （�－ i）２＋�i（�－ i）を計算すると オ であるから，z＝�－ iは

z２＋�iz－ オ ＝� ………………………… 

を満たしている。

また，zを�－ iと共役な複素数とするとき

（z）２＋�i z－ オ ≠�

となる。

太郎さんと花子さんは，について話している。

太郎：を係数が複素数である�次方程式と考えると，虚数 z＝�－ iは解

になるけど，�－ iと共役な複素数は解にならないね。

花子：を満たす zは�－ iの他にもあるのかな。

を変形すると

（z＋ i）２＝ カ ………………………… 

となる。したがって，z＝�－ iの他に

z＝ キク － i

もを満たすことがわかる。
（数学Ⅱ，数学Ｂ，数学Ｃ第１問は次ページに続く。）

― ５ ― （２２０４―５）



 太郎さんと花子さんは

z２－（�＋�i）z－�＋１２i＝� ………………………… 

を満たす複素数 zを求めようとしている。

を変形すると

�
�z－ ケ － コ i�	

２
＝ サ － シ i ………… 

と表せる。w＝ z－ ケ － コ iとおくと，は

w２＝ サ － シ i ………………………… 

となる。

太郎：の右辺は実数だったけど，の右辺は虚数だね。

花子：そうだね。wが実数だと，w２も実数になってが成り立たないね。

wが虚数の場合はどうかな。

wを虚数とすると，実数 a，bを用いて w＝ a＋ biとおける。ただし，b≠�

である。このとき，w２は a，bを用いて

w２＝ ス ＋ セ i ………………………… 

と表せる。
（数学Ⅱ，数学Ｂ，数学Ｃ第１問は次ページに続く。）

― ６ ― （２２０４―６）



とにより

ス ＋ セ i＝ サ － シ i

が成り立つから，実数 a，bについての連立方程式が得られる。bを求めると

b＝±� ソ

である。さらに，aを求めることで

w＝±�� タ � チ －� ソ i��

が得られる。

したがって，z＝ w＋ ケ ＋ コ iであるから

z＝ ケ ＋ タ � チ ＋�� コ －� ソ �
�i

と

z＝ ケ － タ � チ ＋�� コ ＋� ソ �
�i

はを満たすことがわかる。

ス ， セ の解答群（同じものを繰り返し選んでもよい。）

� （a＋ b） � （a－ b） � （a２＋ b２） 	 （a２－ b２）


 �a � �b 
 �ab � a２b２

― ７ ― （２２０４―７）



第２問 （必答問題）（配点 １５）

正の数 p，qが連立不等式

�
�
�
�
�
�

p２≦ q≦ p３

１０ ………………………… 

１０６
p２q
≦ q≦ １０９

p２
………………………… 

を満たすとき， q
p
のとり得る値の範囲について考えよう。

 太郎さんと花子さんは，連立不等式，について話している。

太郎：との表す領域を図示するのは難しそうだね。

花子：対数をとってみたらどうかな。

� p＝１００のとき，log１０ p２＝ ア ，log１０ p
３

１０ ＝ イ である。

� 正の数M，Nに対し

M＜ N log１０M ウ log１０N

が成り立ち，さらに，「M＝ N log１０M＝ log１０N」であることを考えると

M≦ N log１０M エ log１０N

が成り立つ。

よって

p２≦ q log１０ p２ エ log１０ q

が成り立つ。
（数学Ⅱ，数学Ｂ，数学Ｃ第２問は次ページに続く。）

― ８ ― （２２０４―８）



x＝ log１０ p，y＝ log１０ qとすると，が成り立つとき，x，yは

オ ≦ y≦ カ ………………………… 

を満たす。逆に，が成り立つとき，p，qはを満たす。

また，が成り立つとき，x，yは

キ ≦ y≦ ク ………………………… 

を満たす。逆に，が成り立つとき，p，qはを満たす。

ウ ， エ の解答群（同じものを繰り返し選んでもよい。）

� ＜ � ≦ � ＝ � ≧ � ＞

オ ， カ の解答群（同じものを繰り返し選んでもよい。）

� �x－� � �x � �x＋� � 	x－�

� 	x 
 	x＋� � x２ � x３

１０

キ ， ク の解答群（同じものを繰り返し選んでもよい。）

� － x＋	 � － x＋
 � － x＋� � －�x＋


� －�x＋� 
 �x＋� � １０３
x

� １０９
x２

（数学Ⅱ，数学Ｂ，数学Ｃ第２問は次ページに続く。）

― ９ ― （２２０４―９）



 連立不等式，の表す領域を図示すると ケ の灰色部分である。ただ

し，境界線を含む。

ケ については，最も適当なものを，次の�～�のうちから一つ選べ。

y

x
O

y

x

y

x

y

x

O

OO

（数学Ⅱ，数学Ｂ，数学Ｃ第２問は次ページに続く。）

― １０ ― （２２０４―１０）



 k＝ q
p
とおき，kのとり得る値の範囲を求める。x＝ log１０ p，y＝ log１０ qと

するとき，yを k，xを用いて表すと，y＝ コ である。

y＝ コ のグラフが連立不等式，の表す領域と共有点をもつのは

サ ≦ k≦ シ

のときである。

したがって，p，qが連立不等式，を満たすとき， q
p
のとり得る値の範

囲は サ ≦ q
p
≦ シ である。

コ の解答群

� kx � x
k

� x＋ k

� － x＋ k � － x＋ log１０ k � x＋ log１０ k

サ ， シ の解答群（同じものを繰り返し選んでもよい。）

� ４�１０ � � � 	 � 


� �
	 � １０ � １０４�１０ 
 １０００

― １１ ― （２２０４―１１）



第３問 （必答問題）（配点 ２２）

座標平面上で，�次関数のグラフが，直線や�次関数のグラフと囲む図形の面積

について考えよう。

 f（x）＝ �� x
３－ �� x

２＋�x＋�と す る。f′（x）＝ ア で あ り，f（x）は

x＝ イ で極大値をとり，x＝ ウ で極小値をとる。

また，y＝ f（x）のグラフ上の点（�，f（�））における接線の方程式を y＝ g（x）

とおくと，g（x）＝ エ x＋ オ であり，y＝ f（x）と y＝ g（x）のグラフ

の，点（�，f（�））以外の共有点の x座標は
カ

キ
である。

h（x）＝ g（x）－ f（x）とおく。h（x）は x≧�の範囲において x＝ ク で最

大値をとる。α＝ ク とおくとき，y＝ f（x）のグラフ上の点（α，f（α））にお

ける接線は，直線 y＝ g（x）に ケ 。

さらに，�≦ x≦ ク の範囲で，関数 y＝ f（x）のグラフと直線 y＝ g（x）

および直線 x＝ ク で囲まれた図形の面積を Sとおくと

S＝
コサ

シ

である。
（数学Ⅱ，数学Ｂ，数学Ｃ第３問は次ページに続く。）

― １２ ― （２２０４―１２）



ア の解答群

� �
� x

２－ �� x＋� � �
� x

２－ x＋ ��

	 �
� x

２－ �� x＋� 
 x２－�x＋�

� �
� x

３－ �� x
２＋�x � �

１２ x
４－ �� x

３＋ x２＋ x

ケ の解答群

� 平行である

� 垂直である

	 平行でなく，かつ垂直でない

（数学Ⅱ，数学Ｂ，数学Ｃ第３問は次ページに続く。）

― １３ ― （２２０４―１３）



 f（x）を x３の係数が�である�次関数とする。

� 関数 g（x）は次の条件を満たしているとする。

条件：g（x）は�次関数で，直線 y＝ g（x）は関数 y＝ f（x）のグラフ上の

点（�，f（�））における接線である。

次の問題について考えよう。

問題 y＝ f（x）と y＝ g（x）のグラフは点（�，f（�））以外に共有点をも

ち，その共有点の x座標は正であるとする。また，x≧�の範囲に

おいて関数 h（x）＝ g（x）－ f（x）が x＝ αで最大値をとるとする。

さらに，�≦ x≦ αの範囲で，y＝ f（x）のグラフと y＝ g（x）のグ

ラフおよび直線 x＝ αで囲まれた図形の面積を Sとおく。Sを αを

用いて表せ。

y

x

y　＝　f(x)

y　＝　g(x)

O

参考図
（数学Ⅱ，数学Ｂ，数学Ｃ第３問は次ページに続く。）

― １４ ― （２２０４―１４）



h′（x）は x２の 係 数 が スセ の�次 関 数 で あ り，x＝�， ソ で
h′（x）＝�を満たす。よって

h′（x）＝ スセ x��x－ ソ �
�

である。また，h（�）＝�から

h（x）＝
タ

チ
� h′（ t）dt

であり，よって，h（x）＝ ツ である。したがって，S＝ テ である。

ソ の解答群

� 	

 α � 	

� α � �

 α 
 α � 


� α

タ ， チ の解答群（同じものを繰り返し選んでもよい。）

� � � x � 

� x 
 	


 α

� 	
� α � �


 α � α � 

� α

ツ の解答群

� － 	

 x

３＋ 	
 αx � － 	
 x３＋ �
 αx � － 	
 x
３＋ 	� αx

２


 － x３＋ αx � － x３＋ αx２ � － x３＋ 
� αx
２

テ の解答群

� 	
� α

３ � 	
� α

３ � 

� α

３


 	
１２ α

４ � 	
� α

４ � 	

 α

４

� － 	� α
４＋ 	� α

２ � － 	� α４＋ 	
 α
３ � － 	� α

４＋ 	� α
３

（数学Ⅱ，数学Ｂ，数学Ｃ第３問は次ページに続く。）

― １５ ― （２２０４―１５）



� �の g（x）を，次の条件を満たす�次関数に置き換えて，問題について考え

よう。

条件：g（x）は�次関数で，y＝ f（x）のグラフ上の点（�，f（�））における

接線と y＝ g（x）のグラフ上の点（�，g（�））における接線は一致す

る。

このとき，S＝ ト である。

（数学Ⅱ，数学Ｂ，数学Ｃ第３問は次ページに続く。）

― １６ ― （２２０４―１６）



ト の解答群

� �
１２ α

３ � �
� α

３ � �
� α

３

� �
３６ α

４ 	 �
１２ α

４ 
 �
� α

４

� － �１２ α
４＋ �� α

３ 
 － �１２ α
４＋ �� α

３ � － �１２ α
４＋ �� α

３

― １７ ― （２２０４―１７）



第４問 （選択問題）（配点 １６）

 数列｛an｝を次の式で定める。
a１＝�， a２＝�
an＋２＝�an＋１－ an （n＝�，�，�，…） …………………… 

初項 a１，第�項 a２および漸化式により，第�項 a３が求められる。また，
a２，a３および漸化式により，第�項 a４が求められる。同様に，a５，a６，…
を順に求めることができる。

� a３＝ ア ，a４＝ イウ である。

� 太郎さんは，隣接する三つの項 an，an＋１，an＋２について，anan＋２の値と
（an＋１）２の値がほぼ等しいのではないかと考えた。そこで，その差
anan＋２－（an＋１）２に着目して，すべての自然数 nについて

anan＋２－（an＋１）２＝� ………………………… 
が成り立つのではないかと推測した。
すべての自然数 nについてが成り立つことを，太郎さんは，数学的帰納
法を用いて次のように証明した。

証明

［Ⅰ］ n＝�の と き，a１＝�，a２＝�，a３＝ ア で あ る か ら，

a１a３－（a２）２＝�が成り立つ。よって，n＝�のとき，が成り立つ。
［Ⅱ］ n＝ kのときが成り立つと仮定する。

n＝ k＋�のとき，漸化式により
ak＋１ak＋３－（ak＋２）２＝ ak＋１（�ak＋２－ ak＋１）－（ak＋２）２

＝（�ak＋１－ ak＋２）ak＋２－（ak＋１）２

＝ akak＋２－（ak＋１）２

＝�
が成り立つ。したがって，n＝ k＋�のときにもが成り立つ。

［Ⅰ］，［Ⅱ］により，すべての自然数 nについてが成り立つ。

（数学Ⅱ，数学Ｂ，数学Ｃ第４問は次ページに続く。）

第４問～第７問は，いずれか３問を選択し，解答しなさい。

― １８ ― （２２０４―１８）



証明の［Ⅱ］では，次の式，，，について， エ を示している。

 ak＋２＝�ak＋１－ ak

 ak＋３＝�ak＋２－ ak＋１

 akak＋２－（ak＋１）２＝�

 ak＋１ak＋３－（ak＋２）２＝�

エ については，最も適当なものを，次の�～�のうちから一つ選べ。

� とが成り立つことを用いて，が成り立つならばが成り立

つこと

� とが成り立つことを用いて，が成り立つならばが成り立

つこと

� とが成り立つことを用いて，が成り立つならばが成り立

つこと

� とが成り立つことを用いて，が成り立つならばが成り立

つこと

（数学Ⅱ，数学Ｂ，数学Ｃ第４問は次ページに続く。）

― １９ ― （２２０４―１９）



 太郎さんは，他の数列についても似たようなことが成り立つかどうかを調べて

みた。

数列｛bn｝を次の式で定める。

b１＝�， b２＝�

bn＋２＝�bn＋１－�bn （n＝�，�，�，…）

の�と同様の計算により，自然数 kについて

bk＋１bk＋３－（bk＋２）２＝ bk＋１�	 オ bk＋２－ カ bk＋１


�－（bk＋２）

２

＝�	 オ bk＋１－ bk＋２
�bk＋２－ カ （bk＋１）２

＝ キ �
�bkbk＋２－（bk＋１）

２�
�

が成り立つ。

したがって，すべての自然数 nについて

bnbn＋２－（bn＋１）２＝ ク ・ ケ
n－１

が成り立つ。
（数学Ⅱ，数学Ｂ，数学Ｃ第４問は２２ページに続く。）

― ２０ ― （２２０４―２０）



 p，qを�でない実数とする。太郎さんと花子さんは，p，qを用いて

c１＝�， c２＝�

cn＋２＝ pcn＋１＋ qcn （n＝�，�，�，…）

で定められる数列｛cn｝について，cncn＋２－（cn＋１）２がどのような値をとるかを

考えている。

太郎：cncn＋２－（cn＋１）２の値が nによって変化するかしないかに，pと qの

値が関係しているようだね。

花子：nによらない一定の値をとるのはどのようなときかな。

数列｛dn｝を

dn＝ cncn＋２－（cn＋１）２ （n＝�，�，�，…）

で定める。

c３＝�p＋ qであるから，d１＝�p＋ q－�である。ここでは d１≠�，つま

り，�p＋ q－�≠�とする。このとき，やと同様に考えると，数列｛dn｝

は コ 数列であり，その サ は シ であることがわかる。また，dn

が nによらない一定の値であるのは， サ が ス のときである。

以上により，cncn＋２－（cn＋１）２が nによらない一定の値であるのは，

シ ＝ ス が成り立つときである。

（数学Ⅱ，数学Ｂ，数学Ｃ第４問は次ページに続く。）

― ２２ ― （２２０４―２２）



コ の解答群

� 等 差 � 等 比

サ の解答群

� 公 差 � 公 比

シ の解答群

� p－� � q－� � － p � － q

� p＋�q � p－�q 	 pq 
 p２＋�q

― ２３ ― （２２０４―２３）



第５問 （選択問題）（配点 １６）

以下の問題を解答するにあたっては，必要に応じて３１ページの正規分布表を用

いてもよい。

ある工場では，�日に２２５枚の木製の円板を製作している。円板の直径

（単位mm）は４００を標準とする。直径が３９６より小さい，または４０４より大きい円

板は製品として使用できないので，そのような円板を不良品とする。

この工場で製作される円板の直径を表す確率変数を Xとする。このとき，製作

される円板�枚が不良品となる確率（以下，不良品率）pは

p＝�－ P（３９６≦ X≦４０４）
と表せる。

（数学Ⅱ，数学Ｂ，数学Ｃ第５問は次ページに続く。）

第４問～第７問は，いずれか３問を選択し，解答しなさい。

― ２４ ― （２２０４―２４）



 製作工程が正常に作動しているときは，Xは正規分布 N（４００，�）に従う。こ

のとき

Z＝
X－ アイウ

エ

は標準正規分布 N（�，�）に従う。その場合の不良品率の値を p０と表すと

p０＝�－ P（３９６≦ X≦４０４）

であるから，p０の値はおよそ オ である。

一方，製作工程が正常に作動しておらず，Xが正規分布 N（４０１，�）に従うと

する。その場合の不良品率の値を p１と表すと， カ 。

オ については，最も適当なものを，次の�～�のうちから一つ選べ。

� ０．０２５ � ０．０４６ � ０．０５０ 	 ０．３１７


 ０．６８３ � ０．９５０ � ０．９５４ � ０．９７５

カ の解答群

� p１は p０より小さい

� p１は p０より大きい

� p１と p０は等しい

	 p１と p０の大小はわからない

（数学Ⅱ，数学Ｂ，数学Ｃ第５問は次ページに続く。）

― ２５ ― （２２０４―２５）



 この工場では，�日における不良品の枚数が一定の枚数より多いときに，製作
工程を点検することにした。

� 円板が不良品であるときに�，不良品でないときに�の値をとる確率変
数を Yとする。Yの確率分布は，P（Y＝�）＝�－ p，P（Y＝�）＝ pであ
る。製作される２２５枚の円板が不良品かどうかを表す確率変数を
Y１，Y２，…，Y２２５とし，Yと同じ確率分布をもつ母集団から抽出した無作為
標本とみなす。
Y１，Y２，…，Y２２５の和をW＝ Y１＋ Y２＋…＋ Y２２５で表すと，Wは二項分

布 キ に従う。標本の大きさ２２５は十分に大きいので，Wは近似的に平

均が ク ，標準偏差が ケ の正規分布に従う。

キ の解答群

� B（�，p） � B（１５，p） � B（２２５，p）

� B（�，�－ p） 	 B（１５，�－ p） 
 B（２２５，�－ p）

ク の解答群

� p � １５p � ２２５p

� �－ p 	 １５（�－ p） 
 ２２５（�－ p）

ケ の解答群

� �p（�－ p）
２２５ � �p（�－ p）

１５

� �p（�－ p） � １５�p（�－ p）

	 ２２５�p（�－ p） 
 p（�－ p）
２２５

� p（�－ p） � ２２５p（�－ p）

（数学Ⅱ，数学Ｂ，数学Ｃ第５問は次ページに続く。）

― ２６ ― （２２０４―２６）



� 不良品率 pがで求めた p０より大きいといえるかについて，有意水準�％

（０．０５）で仮説検定を行う。ここで，統計的に検証したい仮説を「対立仮説」，対

立仮説に反する仮定として設けた仮説を「帰無仮説」とする。このとき，帰無仮

説は「p＝ p０」，対立仮説は「 コ 」である。

帰無仮説が正しいと仮定すると，有意水準�％で帰無仮説が棄却（否定）され

るような確率変数の値の範囲が定まる。この範囲を有意水準�％の棄却域とい

う。円板の不良品率が p０より大きければ帰無仮説が棄却されるように，棄却

域を片側にとる。すなわち，�のWが，ある値 cよりも大きいときに帰無仮

説を棄却する。cの値は，帰無仮説「p＝ p０」のもとで

P（W＞ c）＝０．０５

となるように求めればよい。

�からWの分布は正規分布で近似できるので， ク と ケ の pに

p０を代入したものを，それぞれ aと bとすると

c＝ a＋ サ × b

であり，棄却域はW＞ cとなる。

この方法に従えば，�日に製作される円板の不良品の枚数が１６以上である

ときに製作工程を点検することになる。

コ の解答群

� p＜ p０ � p≦ p０ � p＝ p０ 	 p≧ p０ 
 p＞ p０

サ については，最も適当なものを，次の�～
のうちから一つ選べ。

� ０．９５ � １．６４ � １．９６ 	 ２．３３ 
 ２．５８

（数学Ⅱ，数学Ｂ，数学Ｃ第５問は次ページに続く。）

― ２７ ― （２２０４―２７）



 花子さんと太郎さんは，とは異なる方法で製作工程を点検するかどうかを

判断できないか話している。

花子：不良品を数える以外の方法がないかな。

太郎：円板の直径の値をそのまま利用する方法を考えてみようよ。

製作される２２５枚の円板の直径を表す確率変数を X１，X２，…，X２２５とし，

平均m，標準偏差�の正規分布をもつ母集団からの無作為標本とする。それら

の標本平均を X＝ �
２２５（X１＋ X２＋…＋ X２２５）で表す。このとき，Xは正規分布

N��m，
�
２２５
�
�に従うことが知られている。

母平均mの値が４００でないといえるかについて，有意水準	％（０．０５）で仮説

検定を行う。このとき，帰無仮説は「m＝４００」，対立仮説は「m≠４００」である。

帰無仮説が正しくないとき，m＜４００であれば，Xは４００よりも小さな値をと

りやすく，m＞４００であれば，Xは４００よりも大きな値をとりやすい。このこと

から，棄却域を両側にとって，Xが４００よりも小さすぎても大きすぎても，帰無

仮説を棄却するのがよい。ここでは，帰無仮説が正しいとき

P（X＜ c１）＝０．０２５， P（X＞ c２）＝０．０２５

となるように c１と c２の値を選ぶと

c１＝ シ － ス ， c２＝ シ ＋ ス

となる。したがって，棄却域は X＜ c１または c２＜ Xとなる。

この方法に従えば，�日に製作される円板の直径の平均値を tとすると，

t＜ c１または c２＜ tであるときに製作工程を点検することになる。
（数学Ⅱ，数学Ｂ，数学Ｃ第５問は次ページに続く。）

― ２８ ― （２２０４―２８）



シ の解答群

� １５ � ２０ � ２２５ � ４００

ス については，最も適当なものを，次の�～�のうちから一つ選べ。

� ０．９５× �１５ � ０．９５× �
２２５

� １．６４× �１５ � １．６４× �
２２５

	 １．９６× �１５ 
 １．９６× �
２２５

� ２．３３× �１５ � ２．３３× �
２２５


 ２．５８× �１５ � ２．５８× �
２２５

（数学Ⅱ，数学Ｂ，数学Ｃ第５問は３１ページに続く。）

― ２９ ― （２２０４―２９）



正 規 分 布 表
y

zz　0O

次の表は，標準正規分布の分布曲線における右図の灰

色部分の面積の値をまとめたものである。

z０ ０．００ ０．０１ ０．０２ ０．０３ ０．０４ ０．０５ ０．０６ ０．０７ ０．０８ ０．０９
０．０ ０．００００ ０．００４０ ０．００８０ ０．０１２０ ０．０１６０ ０．０１９９ ０．０２３９ ０．０２７９ ０．０３１９ ０．０３５９
０．１ ０．０３９８ ０．０４３８ ０．０４７８ ０．０５１７ ０．０５５７ ０．０５９６ ０．０６３６ ０．０６７５ ０．０７１４ ０．０７５３
０．２ ０．０７９３ ０．０８３２ ０．０８７１ ０．０９１０ ０．０９４８ ０．０９８７ ０．１０２６ ０．１０６４ ０．１１０３ ０．１１４１
０．３ ０．１１７９ ０．１２１７ ０．１２５５ ０．１２９３ ０．１３３１ ０．１３６８ ０．１４０６ ０．１４４３ ０．１４８０ ０．１５１７
０．４ ０．１５５４ ０．１５９１ ０．１６２８ ０．１６６４ ０．１７００ ０．１７３６ ０．１７７２ ０．１８０８ ０．１８４４ ０．１８７９
０．５ ０．１９１５ ０．１９５０ ０．１９８５ ０．２０１９ ０．２０５４ ０．２０８８ ０．２１２３ ０．２１５７ ０．２１９０ ０．２２２４
０．６ ０．２２５７ ０．２２９１ ０．２３２４ ０．２３５７ ０．２３８９ ０．２４２２ ０．２４５４ ０．２４８６ ０．２５１７ ０．２５４９
０．７ ０．２５８０ ０．２６１１ ０．２６４２ ０．２６７３ ０．２７０４ ０．２７３４ ０．２７６４ ０．２７９４ ０．２８２３ ０．２８５２
０．８ ０．２８８１ ０．２９１０ ０．２９３９ ０．２９６７ ０．２９９５ ０．３０２３ ０．３０５１ ０．３０７８ ０．３１０６ ０．３１３３
０．９ ０．３１５９ ０．３１８６ ０．３２１２ ０．３２３８ ０．３２６４ ０．３２８９ ０．３３１５ ０．３３４０ ０．３３６５ ０．３３８９
１．０ ０．３４１３ ０．３４３８ ０．３４６１ ０．３４８５ ０．３５０８ ０．３５３１ ０．３５５４ ０．３５７７ ０．３５９９ ０．３６２１
１．１ ０．３６４３ ０．３６６５ ０．３６８６ ０．３７０８ ０．３７２９ ０．３７４９ ０．３７７０ ０．３７９０ ０．３８１０ ０．３８３０
１．２ ０．３８４９ ０．３８６９ ０．３８８８ ０．３９０７ ０．３９２５ ０．３９４４ ０．３９６２ ０．３９８０ ０．３９９７ ０．４０１５
１．３ ０．４０３２ ０．４０４９ ０．４０６６ ０．４０８２ ０．４０９９ ０．４１１５ ０．４１３１ ０．４１４７ ０．４１６２ ０．４１７７
１．４ ０．４１９２ ０．４２０７ ０．４２２２ ０．４２３６ ０．４２５１ ０．４２６５ ０．４２７９ ０．４２９２ ０．４３０６ ０．４３１９
１．５ ０．４３３２ ０．４３４５ ０．４３５７ ０．４３７０ ０．４３８２ ０．４３９４ ０．４４０６ ０．４４１８ ０．４４２９ ０．４４４１
１．６ ０．４４５２ ０．４４６３ ０．４４７４ ０．４４８４ ０．４４９５ ０．４５０５ ０．４５１５ ０．４５２５ ０．４５３５ ０．４５４５
１．７ ０．４５５４ ０．４５６４ ０．４５７３ ０．４５８２ ０．４５９１ ０．４５９９ ０．４６０８ ０．４６１６ ０．４６２５ ０．４６３３
１．８ ０．４６４１ ０．４６４９ ０．４６５６ ０．４６６４ ０．４６７１ ０．４６７８ ０．４６８６ ０．４６９３ ０．４６９９ ０．４７０６
１．９ ０．４７１３ ０．４７１９ ０．４７２６ ０．４７３２ ０．４７３８ ０．４７４４ ０．４７５０ ０．４７５６ ０．４７６１ ０．４７６７
２．０ ０．４７７２ ０．４７７８ ０．４７８３ ０．４７８８ ０．４７９３ ０．４７９８ ０．４８０３ ０．４８０８ ０．４８１２ ０．４８１７
２．１ ０．４８２１ ０．４８２６ ０．４８３０ ０．４８３４ ０．４８３８ ０．４８４２ ０．４８４６ ０．４８５０ ０．４８５４ ０．４８５７
２．２ ０．４８６１ ０．４８６４ ０．４８６８ ０．４８７１ ０．４８７５ ０．４８７８ ０．４８８１ ０．４８８４ ０．４８８７ ０．４８９０
２．３ ０．４８９３ ０．４８９６ ０．４８９８ ０．４９０１ ０．４９０４ ０．４９０６ ０．４９０９ ０．４９１１ ０．４９１３ ０．４９１６
２．４ ０．４９１８ ０．４９２０ ０．４９２２ ０．４９２５ ０．４９２７ ０．４９２９ ０．４９３１ ０．４９３２ ０．４９３４ ０．４９３６
２．５ ０．４９３８ ０．４９４０ ０．４９４１ ０．４９４３ ０．４９４５ ０．４９４６ ０．４９４８ ０．４９４９ ０．４９５１ ０．４９５２
２．６ ０．４９５３ ０．４９５５ ０．４９５６ ０．４９５７ ０．４９５９ ０．４９６０ ０．４９６１ ０．４９６２ ０．４９６３ ０．４９６４
２．７ ０．４９６５ ０．４９６６ ０．４９６７ ０．４９６８ ０．４９６９ ０．４９７０ ０．４９７１ ０．４９７２ ０．４９７３ ０．４９７４
２．８ ０．４９７４ ０．４９７５ ０．４９７６ ０．４９７７ ０．４９７７ ０．４９７８ ０．４９７９ ０．４９７９ ０．４９８０ ０．４９８１
２．９ ０．４９８１ ０．４９８２ ０．４９８２ ０．４９８３ ０．４９８４ ０．４９８４ ０．４９８５ ０．４９８５ ０．４９８６ ０．４９８６
３．０ ０．４９８７ ０．４９８７ ０．４９８７ ０．４９８８ ０．４９８８ ０．４９８９ ０．４９８９ ０．４９８９ ０．４９９０ ０．４９９０
３．１ ０．４９９０ ０．４９９１ ０．４９９１ ０．４９９１ ０．４９９２ ０．４９９２ ０．４９９２ ０．４９９２ ０．４９９３ ０．４９９３
３．２ ０．４９９３ ０．４９９３ ０．４９９４ ０．４９９４ ０．４９９４ ０．４９９４ ０．４９９４ ０．４９９５ ０．４９９５ ０．４９９５
３．３ ０．４９９５ ０．４９９５ ０．４９９５ ０．４９９６ ０．４９９６ ０．４９９６ ０．４９９６ ０．４９９６ ０．４９９６ ０．４９９７
３．４ ０．４９９７ ０．４９９７ ０．４９９７ ０．４９９７ ０．４９９７ ０．４９９７ ０．４９９７ ０．４９９７ ０．４９９７ ０．４９９８
３．５ ０．４９９８ ０．４９９８ ０．４９９８ ０．４９９８ ０．４９９８ ０．４９９８ ０．４９９８ ０．４９９８ ０．４９９８ ０．４９９８

― ３１ ― （２２０４―３１）



� � � � �

第６問 （選択問題）（配点 １６）

平面上に�OABがある。

�点 X，Y，Zは次の条件�，�，�を満たすとする。

� Xは線分 OZを�：	に内分する。

� Yは線分 AXを�：	に内分する。

� Zは線分 BYを�：	に内分する。

B

AO

Z

Y

X

参考図

��
OA＝ a，��OB＝ bとおく。また，��OX＝ x，��OY＝ y，��OZ＝ zとおく。

（数学Ⅱ，数学Ｂ，数学Ｃ第６問は次ページに続く。）

第４問～第７問は，いずれか３問を選択し，解答しなさい。

― ３２ ― （２２０４―３２）



� � � � �

� �

� � � � �

� � �

� � �

� � �

� � �

� � �

� � �

 x，y，zをそれぞれ a，bを用いて表そう。

� 条件�から

x＝
ア

イ
z ………………………… 

である。

また，条件�，�から，それぞれ
��
OA＝��OX＋��XA＝��OX＋ ウ ��

XY

��
OB＝��OZ＋��ZB＝��OZ－ エ ��

ZY

である。これらの等式を a，b，x，y，zを用いて表すと

－ オ x＋ ウ y＝ a ………………………… 

－ エ y＋ カ z＝ b ………………………… 

となる。

� ，から

ウ y－
キ

ク
z＝ a

となる。

これとから

y＝ �
ケコ

	

 サ a＋ シ b��

z＝ �
ケコ

	

 ス a＋ セ b��

を得る。さらにから，xも a，bを用いて表すことができる。
（数学Ⅱ，数学Ｂ，数学Ｃ第６問は次ページに続く。）

― ３３ ― （２２０４―３３）



� �

� �

� � �

�

 ��a��＝�とする。�XYZが∠X＝９０°である直角三角形となるような��b��の値

について考えてみよう。

� ��
XYと��XZの内積を a，bを用いて表すと

��
XY・��XZ＝ �

ケコ
２
�
� ソタ ＋ チツ a・b－ テ ��b��

２�
	

となる。


 ∠AOB＝９０°とする。�により，�XYZが∠X＝９０°である直角三角形と

なるのは，��b��＝�
トナ

ニ
のときである。

（数学Ⅱ，数学Ｂ，数学Ｃ第６問は次ページに続く。）

― ３４ ― （２２０４―３４）



�

� ∠AOB＝１００°とする。また，k＝�
トナ

ニ
とおく。このとき，�XYZ

が∠X＝９０°である直角三角形となるような��b��の値は ヌ 。

ヌ の解答群

� ちょうど一つあり，kより小さい

� ちょうど一つあり，kと等しい

� ちょうど一つあり，kより大きい

� ちょうど二つあり，どちらも kより小さい

	 ちょうど二つあり，どちらも kより大きい


 ちょうど二つあり，一方は kより小さく，他方は kより大きい

� ちょうど二つあり，一方は kより小さく，他方は kと等しい

� ちょうど二つあり，一方は kと等しく，他方は kより大きい

― ３５ ― （２２０４―３５）



第７問 （選択問題）（配点 １６）

絶対値を含む極方程式の表す図形について考察する。ここでは，座標平面におい

て，原点 Oを極とし，x軸の正の部分を始線とする極座標（r，θ）を用いる。すな

わち，座標平面上の点 Pの位置を，OPの長さ rと，x軸の正の部分を始線とする

動径 OPの表す角 θの組（r，θ）で定める。

ただし，r≧�，�≦ θ＜�π とする。また，r＝�のとき，極座標（�，θ）は

θ の値によらず原点 Oを表す。

 極座標が（r，θ）である点を，直交座標（x，y）で表そう。

x，yを r，θを用いて表すと

x＝ ア ， y＝ イ ………………………… 

である。

ア ， イ の解答群（同じものを繰り返し選んでもよい。）

� r � sin θ � cos θ

� tan θ � r sin θ 	 r cos θ


 r tan θ � sin θ
r

� cos θ
r


 tan θ
r

（数学Ⅱ，数学Ｂ，数学Ｃ第７問は次ページに続く。）

第４問～第７問は，いずれか３問を選択し，解答しなさい。

― ３６ ― （２２０４―３６）



 極方程式

r＝２�cos θ� ………………………… 

の表す座標平面上の図形を Cとする。

� θ＝ π

� のとき，から r＝ ウ である。極座標が�� ウ ， π�
�
�で

ある点の直交座標は，を用いると�� エ ， オ �
�である。

ウ ～ オ の解答群（同じものを繰り返し選んでもよい。）

� 	 
 � � �

 � �



 � ��



� ��

 � �
 � �


 � �� � ��

（数学Ⅱ，数学Ｂ，数学Ｃ第７問は次ページに続く。）

― ３７ ― （２２０４―３７）



� を直交座標（x，y）の方程式で表すことにより，の表す図形 Cについて

考えよう。

● cos θ≧�を満たす θの値の範囲は�≦ θ≦ π

� ，
�
� π≦ θ＜�πである。

このとき，は

r＝�cos θ ………………………… 

である。の両辺に rを掛けてを用いると，は x，yの方程式

カ と変形できる。

● cos θ＜�を満たす θの値の範囲は π

� ＜ θ＜
�
� πである。このとき，

は

r＝－�cos θ ………………………… 

である。cos θ≧�の場合と同様に考えると，も x，yの方程式で表すこ

とができる。

以上のことから，図形 Cは キ であることがわかる。

カ の解答群

� y＝�sin x � y＝�cos x

� y＝�tan x 	 x２＋ y２＝


� x２＋ y２＝� � x２＋ y２＝


� （x－
）２＋ y２＝
 � （x＋
）２＋ y２＝


� x２＋（y－
）２＝
 � x２＋（y＋
）２＝


（数学Ⅱ，数学Ｂ，数学Ｃ第７問は次ページに続く。）

― ３８ ― （２２０４―３８）



キ については，最も適当なものを，次の�～�のうちから一つ選べ。

x
O

2

 π2
3

2
π π ２π

x
O

O

2

 π2
3

2
π π ２π

x
2

2

O－2

O

O O

－24 x

x

x
O

2

2

－2

－2

2

x x

y

yy

y

y

y

y

y

（数学Ⅱ，数学Ｂ，数学Ｃ第７問は次ページに続く。）

― ３９ ― （２２０４―３９）



 極方程式

r＝�＋２�cos θ� ………………………… 

の表す座標平面上の図形を Dとする。

� を満たす rと θの関係について考えよう。

rの最大値は ク であり，このときの θの値は ケ と コ であ

る。ただし， ケ ， コ の解答の順序は問わない。rの最小値は

サ であり，このときの θの値は シ と ス である。ただし，

シ ， ス の解答の順序は問わない。

サ ＜ r＜ ク のとき，を満たす θの値の個数は，rの値によら

ず，つねに セ 個である。

� の図形 Cをもとに図形 Dを考えよう。

図形 C上に点 Pをとる。まず，Pが原点でない場合に，原点 Oを端点とす

る半直線 OPと図形 Dの共有点を Qとすると，とから，線分 OQの長

さは線分 OPの長さに�を加えたものになる。次に，Pが原点の場合は，を

満たす Pの極座標は���， ソ �
	と
�
��， タ �

	である。ただし，

ソ ， タ の解答の順序は問わない。θ＝ ソ ， タ のと

き，を満たすのは r＝ チ のときである。

以上のことから，図形 Dは ツ であることがわかる。

ケ ， コ ， シ ， ス ， ソ ， タ の解答群（同じ

ものを繰り返し選んでもよい。）


 � � π

� 
 π

� � π � �
� π � �

� π

（数学Ⅱ，数学Ｂ，数学Ｃ第７問は次ページに続く。）

― ４０ ― （２２０４―４０）



ツ については，最も適当なものを，次の�～�のうちから一つ選べ。

1

－1

1

－1

3

1

1

－1

－1

O  π2
3

2
π π ２π

1 －3

－1 1

－1 313O
xx

O

O 3－3

x

x

1

O
x

1

O 3 3－3 －3x

1

1

33 －3－3

－

x

xx

O O
x

3

3

－1 1

－1 1

3－3 O

3

3－3 O

yy

yy

yy

yy

yy

－1

― ４１ ― （２２０４―４１）




